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論文審査の結果の要旨 

 

 

１ 研究目的の評価 

本研究は、肛門機能不全を示す動物モデルの確立を目指しており、目的

は十分に妥当である。 

 

２ 研究手法に関する評価 

Sprague-Dawley(SD)ラットの肛門から直腸の内外肛門括約筋を半周に

わたり切除後、圧測定用カテーテルを用いて安静時肛門内圧を経時的に測

定し、さらに、同部位の組織学的検討を行っており、研究手法も妥当であ

る。 

 

３ 解析・考察の評価 

内外肛門括約筋切除群における安静時肛門内圧は、術後７日目、１４日

目、２８日目に於いて、対照群（Sham 手術群）に比し、有意に低値であっ

た。組織学的にも手術部位の内外肛門括約筋の欠損が確認された。以上の

ことから、内外肛門括約筋の半周切除により、少なくとも１ヶ月持続する

安静時肛門内圧低下を来す肛門機能不全ラットモデルが得られることが

明らかとなった。今後、本モデルを用いることで肛門機能不全治療研究へ

の展開が大いに期待される。 

 

 

以上のように本論文は肛門機能研究に貢献するところが大であり、審査

委員は全員一致で博士（医学）の学位に値するものと判断した。 

 
 

 


